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いわれており，今後は死因のトップに置き換わる可能
性が考えられる．
では予後不良例が存在した．
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【目的】東京医大病院眼科で診断，加療された最近の
眼瞼悪性腫瘍について臨床的に検討する．
【対象と方法】過去10年間に当科で眼瞼悪性腫瘍の
診断のもとに加療された54症例の臨床像，治療およ
び予後についてレトロスペクティブに検討した．
【結果】眼瞼悪性腫瘍の年齢は12～88歳（平均年齢
68．9歳），性別は男性20例，女性34例であった．54症
例の内訳は，脂腺癌19例（352％），基底細胞癌17例
（315％），悪性リンパ腫ll例（20．4％），扁平上皮癌4例
（7．4％），悪性黒色腫1例（L9％），転移性眼瞼腫瘍1例
（1．9％），緑色腫1例（1．9％）であった．これらのうち，
脂腺癌の平均年齢は71．6歳で，19例中13例を女性が
占め，発生部位は上眼瞼が9例，下眼瞼が9例，上下
眼瞼が1例であった．基底細胞癌の平均年齢は69．5歳
で，6例が男性でll例が女性であった．発生部位は上
眼瞼が1例，下眼瞼が14例，内眼角部が1例，上下眼
瞼が1例であり，上下眼瞼の症例は両眼発症例であっ
た．眼瞼悪性リンパ腫はll例で，その多くは眼瞼皮下
から眼窩に病変が及んでいた．治療は脂腺癌，基底細
胞癌，扁平上皮癌では手術療法を第一選択とし，脂腺
癌の5例，扁平上皮癌の1例に対しては一期的に所属
リンパ節の郭清を行った．脂腺癌の3例と扁平上皮癌
の1例に対して，術後に放射線の照射を行った．悪性
リンパ腫では全例放射線療法を第一選択とし，4例に
は化学療法を併用した．経過観察期間中，脂腺癌の2
例，基底細胞癌の1例に局所再発がみられた．悪性黒
色腫，転移性腫瘍の各1例が原疾患により死亡した．
【結論】最近の眼瞼悪性腫瘍の報告同様，脂腺癌およ
び眼付属器腫瘍としての悪性リンパ腫が増加傾向に
あることが確認された．治療は外科的切除と放射線療
法を中心に行い，経過は概ね良好であったが，脂腺癌
【症例】53歳，男性．
【既往歴】昭和59年に慢性糸球体腎炎にて慢性腎不
全となり血液透析を開始．
【現病歴】平成2年他院にて右大腿骨頭壊死と診断さ
れセメントTHA施行された．平成5年よりセメント
周囲にclear　zone出現，次第にlooseningを呈し大腿部
痛も出現したが，長下肢免荷装具にて経過をみてい
た．平成10年頃より腰痛及び右下肢痛増悪．平成lI
年9月当科紹介初診となる．
【初診時所見】股関節X－PにてCUPは内上方へ
migrationし，骨盤腔内に楕円型の腫瘤状の陰影を認
めた．Stem側もosteolysisを認めlooseningを呈して
いた．又頸椎，腰椎X－Pにて破壊性脊椎関節症を認め
た．
【経過】腰痛及び右坐骨神経痛が強く，まず腰椎除圧，
固定術を施行した．術後腰椎由来の下肢症状改善する
も右股関節痛残存にて平成12年3月に再置換術を施
行した．その後項頸部痛，四肢痙性麻痺生じ平成13年
12月頚椎除圧，固定術を施行した．
【術中所見】人工関節はCUP側，　STEM側共に抜去
は容易で臼蓋底や大腿骨髄腔のセメント骨問に膜様
組織を認め，病理にて著明なアミロイド沈着を認めた
が，ポリエチレンの摩耗粉はほとんど認めなかった．
臼蓋底の肉芽からの骨盤腔内の腫瘤への小さな痩孔
を認めたが腫瘤が動脈を圧迫してるため摘出はしな
かった．臼蓋側は同種骨及びHAにてImpact　Bone
Graft　techniqueを用いケルブール十字プレートを使用
してセメントにて固定，Stem側はセメントレスとし
た．頚椎除圧，固定術において術中得られた病理組織
より明らかなアミロイド沈着は認められなかった．
【考察】血液透析患者に対する人工股関節置換術の晩
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